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生
活
の
一
部
に
し
ょ
う
火
の
元
点
検
　
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
．
火
遣
魑
鐘
凝

　
春
の
火
災
予
防
運
動
が
二
月
二
十

八
日
～
三
月
十
三
日
ま
で
、
全
国
的

に
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
火
災
予
防
運
動
は
、
こ
れ
か

ら
の
火
災
多
発
期
を
む
か
え
、
市
民

ひ
と
り
ひ
と
り
の
防
火
意
識
の
向
上

を
図
り
、
火
災
の
発
生
防
止
と
人
命

損
傷
事
故
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。

　
火
は
人
間
の
生
活
に
な
く
て
は
な

霧
轍
　
灘
癒
舞
鴨
灘

　
　
ド
瓢
撫
、
　
、
慈
難
離

　
獣
蒸
癒
　
　
、
縣
懸
、
．
聖

慧
、
騨
、
・
、

碗
・

　‘　　　　　 〆　　　戸　　訴、　　　　｝　［　、　ヌ　　“　、

　　　　　　二

り
ま
せ
ん
。
で
も
そ
の
取
扱
い
方
法

を
ま
ち
が
え
る
と
、
一
瞬
に
し
て
幸

福
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

「
こ
れ
く
ら
い
の
火
な
ら
一

と
い
う
気
持
ち
が
、
あ
と
で
と
り
か

え
し
の
つ
か
な
い
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
み
ん
な
で
注
意
し
、
火
事
の
な
い

街
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
逃
げ
や
す
い

　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
へ
　
か
せ

子
ど
も
と
老
人
は
ホ
し
考

避
難
で
き
や
す
い
所
に

▼
　
子
ど
も
と
老
人
、
そ
れ
に
病
弱

　
な
人
は
安
全
に
避
難
で
き
や
す
い

　
所
に
寝
か
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
　
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
絶
対
に

　
や
め
、
そ
れ
に
寝
た
ば
こ
も
危
険

　
で
す
か
ら
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
　
外
出
す
る
と
き
は
、
も
う
一
度

　
よ
く
火
の
元
を
確
め
る
よ
う
に
し

　
ま
し
ょ
う
。

▼
　
火
は
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

　
に
も
、
一
般
家
庭
で
も
消
化
器
を

備
え
つ
け
ま
し
ょ
う
。

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
・
半
鐘
打
鐘

　
三
月
十
二
日
午
前
七
時

　
白
石
消
防
団
出
初
式
の
た
め
、

市
内
全
般
に
わ
た
り
、
サ
イ
レ
ン
吹

鳴
及
び
半
鐘
の
打
鐘
を
し
ま
す
の
で
、

火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
　
日
時
　
三
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
午
前
七
時

▼
　
信
号
区
分

　
　
　
　
演
習
召
集
信
号
（
三
分
間
）

さあ今すぐ再点検を「家庭防火点検」

否良　　　　点　　検　　　事　　項

◇ゴム管の亀裂および汚れはありません
　か
◇規定の配管を使用していますか

iii
　容器の破損はありませんか
　容器は不燃性ですか
　燃えやすいものから離してありますか

目項否良

ストーブ

し
ぼ
灰

消火
つ
取

　
　
か

　
　
ん
か

　
　
せ
す

　
　
ま
ま

カ
カ
し
し

す
ん
て
て

ま
せ
し
し

り
ま
触
用

あ
い
接
使
か
ま
て

て
て
と
を
す
り
つ

し
つ
属
ズ
で
あ
な

が
な
金
一
全
は
く

事
く
の
ユ
完
損
古

モ
、
山
他
ヒ
は
破
は

の
が
が
の
け
の
ド

規
線
線
規
付
具
［

正
配
配
正
取
器
コ

8
◇
◇
◇
◇
◇縛罪灘糟2蔀鍵んか
◇ガソリン、灯油などは安全な場所に保
　管されていますか
◇プロパンガスのボンベは屋外の安全な
　場所に置いてありますか

◇備えてありますか

係
線
　
ズ

関
　
　
［

気
　
　
　
ユ

電
配
　
ヒ

具器

引火性
物　品

消火器

　　　点　　検　　事　　項

◇破損箇所はありませんか
◇屋根裏または天井の板から15cm以上離
　れていますか（壁貰通部も同じ）

蠣尋耀鯉揚てありますか

舞舗躍群灘准ありませんか
◇たき口付近は整とんされていますか

目項

突煙

かまど

　
カ
　
ま
　
ん

　
ん
か
り
　
せ

　
せ
す
あ
ま
、

　
ま
ま
て
　
り
　
カ

　
り
い
け
　
あ
　
す

か
あ
て
つ
　
は
　
ま

ん
は
れ
り
　
れ
　
い

せ
の
か
取
　
汚
　
て

ま
も
置
は
　
び
　
し

り
い
に
金
　
よ
　
用

あ
す
上
め
　
お
　
使

は
や
の
止
　
裂
　
を

損
え
台
の
亀
管

破
燃
い
管
　
の
　
配

の
に
な
配
　
管
　
の

具
部
え
ム
か
ム
　
定

器
上
燃
ゴ
す
ゴ
か
規

◇
◇
◇
◇
◇
◇

こんろ

§馨灘灘議鰐繍蛮
　すか

ト
ブ

ス

（2〕4月13日（告示4月1日［亜劃宮城県議鍼員選挙投票日
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歴
4
膵
d
廊
　
　
d
麗
骨
齪
　
恥

跡嫡敏岬碕跡嫡脚ワ即繭

　　鹸騨蓬
藤
召
　
召
距
　
歴
廓
　
召
捧
　
臣
謬

街
　
の
　
話
　
顕

題話

懇

覆畠，亀鎗窺轟？斗ワ凸算斗島，解リリ

寒ママさんスポーツ教室“
野
4
療
召
庫
　
卜
召
距
百
距
召
爵
づ
爵
“
卜

の

一一　街
聡聡鞠7島ヲ覆菖聡伊り斗ワ

蜘

耳〆
毒

　態
蕊撃簸

難鐵
，
〆～

算
～

ゑ
、

鞠

繭岬
題話

黙もうすぐ開園深谷保育園“

　福岡深谷妙見堂地内に鉄筋コンクリート平

家建（総工費3，170万円）の近代的保育園が

誕生しました。

　保育室2部屋、3才未満児室1部屋に遊戯

室を備え、子供達の大好きなブランコ、すべ

　　　訪　亀　画轟解認解解讐街の

引
恥
膚
膨
4
距
腐
卜
膚
距
4
昏
4

距
4
　
“
　
腐

街
の
　
話
題

黙ママさんバレー“美容教室“など、いわゆ

る主婦の体力づくりが、盛んになってきては

いるものの、30代から50代の人達は、活発に

動くことは不可能です。

　若さと健康をたもっため、市教委主催のも

とに、市内各地区から参加した主婦35人が、

仙台大学講師の指導により、汗をかいて大奮

き
　
　
郎
肩
馬
嬬
押
腐
熱
“
庫

闘　　一　冒　一　『　 ”　曹　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　曽　一　曹　P

　　　　　　　　　　　　　　　o

題話の街盲聡島ワ凸5霊聡昌聡，“ワ高ワリ斗ワ謝顎聡“解
　
訪

嬬
　
転

瓶
ケ

　
（
完
）

盛
古
墳

自
石
市
史
編
纂
委
員
飯
沼
寅
治

　
現
在
考
古
学
は
、
日
進
月
歩
で
古
　
最
近
、
刈
田
郡
建
置
（
七
二
一
年

代
史
は
書
き
か
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
　
）
の
頃
と
思
わ
れ
て
い
た
こ
の
大
型

「
宮
城
県
遺
跡
地
名
表
」
に
よ
る
と
、
古
墳
は
、
後
円
部
が
大
き
く
高
く
前

白
石
市
に
は
一
九
三
も
あ
り
、
断
然

県
内
随
一
の
多
数
を
誇
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
遺
跡
の
筆
頭
が
、
表
紙
写

　
　
か
め
が
も
り

真
の
瓶
ケ
盛
古
墳
で
宮
城
県
有
形
文

化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

　
寿
山
に
あ
る
こ
の
全
長
五
六
m
の

大
型
前
方
後
円
墳
は
「
鷹
巣
四
十
八

塚
」
と
言
わ
れ
る
古
墳
群
の
主
墳
で

最
も
早
く
造
ら
れ
、
刈
田
郡
一
帯
を

支
配
し
た
豪
族
の
墓
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
掘
る
と
「
家
が
つ
ぶ
れ
る
」
等

の
口
碑
・
伝
説
が
あ
り
、
古
く
は
宝

永
五
年
（
一
七
〇
八
）
鎌
先
湯
治
中

の
五
代
藩
主
伊
達
吉
村
が
寿
山
別
邸

に
住
ん
で
い
た
祖
母
鑑
照
院
（
片
倉

方
部
が
短
小
で
低
い
帆
立
貝
式
古
墳

で
、
出
土
し
て
る
円
筒
埴
輪
や
鶏

形
埴
輪
な
ど
か
ら
見
て
、
五
世
紀
後

半
の
築
造
と
判
明
し
た
。
実
に
、
穴

居
狩
騰
の
蝦
夷
時
代
と
思
わ
れ
て
い

た
の
に
、
二
〇
〇
年
以
上
も
前
に
水

稲
鉄
器
文
化
の
地
方
政
権
が
あ
っ
た

事
に
な
る
。
し
か
も
、
此
の
豪
族
は
、

宮
城
県
全
体
よ
り
広
く
支
配
し
て
い

た
仙
台
市
中
田
の
「
雷
神
山
古
墳
」

（告示4月17日）

の
葺
の
勢
力
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

考
古
学
の
発
達
に
よ
っ
て
、
こ
ん
な

歴
史
の
書
換
え
が
、
白
石
で
も
次
次

と
起
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　
白
石
市
で
は
、
昭
和
初
年
以
来
の

三
代
景
長
夫
人
）
に
面
会
し
た
後
に
、
刈
田
郡
全
域
か
ら
の
出
土
品
（
最
近

こ
の
古
墳
を
見
る
（
史
料
篇
下
二
九

七
頁
ほ
か
参
照
）
な
ど
、
古
墳
群
の

存
在
は
周
知
の
事
実
だ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
一
部
を
、
こ
っ
そ
り
堀

り
出
す
人
も
あ
っ
た
が
、
昭
和
一
六

年
に
片
倉
信
光
氏
が
「
鷹
巣
古
墳
群

調
査
報
告
書
」
を
発
表
し
、
学
術
調

査
の
口
火
を
切
っ
て
か
ら
は
、
保
存

に
躍
起
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
宅
地

造
成
な
ど
で
現
に
二
〇
個
以
上
は
消

え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

の
新
幹
線
自
動
車
道
関
係
も
含
む
）

数
千
点
を
三
年
前
か
ら
、
編
纂
委
員

大
学
生
そ
の
他
大
勢
の
方
々
の
協
力

を
得
て
、
遺
跡
地
図
写
真
拓
本
実
測

図
と
し
て
集
大
成
し
つ
つ
あ
り
、
今

秋
に
は
図
版
約
四
五
〇
頁
、
総
頁
数

4目2白石市議会議員選挙投票日

市
史
予
約
者
も
改
め
て
申
込
が
必
要
。
鋤
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劔
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I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ

柵
　
四
月
十
三
日
は
県
議
会
議
員
選
挙
、
二
十
七
日
に
は
皿

ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

柵
市
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
珊

置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亙

摺
　
地
方
自
治
を
実
際
に
運
営
し
て
い
く
上
で
の
一
番
身
…

ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ

即
近
か
な
選
挙
で
、
直
接
私
達
の
生
活
に
は
ね
か
え
っ
て
男

2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

卸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∬

甜
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∬

ぼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

ど
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

瑠
　
四
月
一
日
県
議
会
議
員
選
挙
告
示
、
続
い
て
十
鴬
日
…

ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

珊
市
議
会
議
員
選
挙
の
告
示
が
行
わ
れ
、
激
し
い
選
挙
戦
躍

ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

珊
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
投
票
日
に
は
必
ず
投
票
し
て
、
柵

ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

凹
あ
す
の
郷
土
づ
く
り
の
た
め
に
、
み
ん
な
で
正
し
い
一
珊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

〈
／
　
／
　
、
　
N
ノ
＼

女
＼
・
？
▽
◇

蜜
蝿
縛
蒙
饗
－
誇
－
護
て
潤
そ

鎗
馨
隷
隷
鎗
裁
叡
欝
勘
議
峰
県
離
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
民
の
真
の
声
を
反
映
さ
せ
、
市
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

し1

の
た
め
の
政
治
を
行
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
選
挙
に
の
ぞ
む
う
え
の
心
が

け
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

投
票
の
で
き
る
人

で
き
な
い
人

　
投
票
す
る
た
め
に
は
、
選
挙
入
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
選
挙
人
名
簿
は
永
久
選
挙
人
名
簿

と
言
っ
て
、
一
度
登
録
さ
れ
る
と
、

転
出
し
た
り
、
死
亡
し
た
り
し
な
い

限
り
い
つ
ま
で
も
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。　

新
た
に
選
挙
権
を
得
た
人
に
つ
い

て
は
、
毎
年
九
月
一
日
現
在
で
定
時

登
録
を
行
い
、
ま
た
、
選
挙
の
あ
る

と
き
に
は
選
挙
時
登
録
、
更
に
脱
落

者
に
つ
い
て
は
補
正
登
録
を
行
う
な

の

ど
、
投
票
す
る
資
格
の
あ
る
人
を
漏

れ
な
く
登
録
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
選
挙
人
名
簿
は
、
市
役
所
（

出
張
所
）
の
住
民
基
本
台
帳
を
基
に

つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、

選
挙
人
名
簿
に
も
登
録
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
の
で
投
票
も
で
き
ま
せ
ん
。
従

っ
て
住
所
等
に
異
動
が
あ
っ
た
方
は

そ
の
手
続
を
な
さ
ら
な
い
と
選
挙
名

簿
に
登
録
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。

今
回
の
選
挙
に

投
票
で
き
る
人

L
　
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
投

票
で
き
る
人

ω
　
昭
和
三
十
年
四
月
十
四
日
ま

　
　
で
に
生
れ
た
人

働
　
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
十
七

　
　
日
ま
で
に
転
入
届
を
し
て
引
続

　
　
き
白
石
市
に
住
ん
で
い
る
人

　
㈹
　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

　
　
い
る
人
で
、
県
内
の
他
の
市
町

　
　
村
に
住
所
を
移
し
た
人
（
住
所

　
　
移
転
一
回
仁
限
る
）
は
、
臼
石

　
　
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
（
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
十
三

　
　
日
以
後
の
県
内
転
出
者
に
限
る
」

　
　
　
こ
の
場
合
、
現
住
所
地
の
市

　
　
町
村
長
の
「
引
続
き
住
所
を
有

　
　
す
る
旨
の
証
明
書
一
を
提
示
し

　
　
な
け
れ
ば
投
票
で
き
ま
せ
ん
か

　
　
ら
忘
れ
ず
に
証
明
書
を
持
参
し

　
　
て
く
だ
さ
い
。

2
　
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
投

　
票
で
き
る
入

　
ω
　
昭
和
三
十
年
四
月
二
十
八
日

　
　
ま
で
に
生
れ
た
人

　
図
　
昭
和
五
十
年
一
月
十
五
日
ま

　
　
で
に
転
入
届
を
し
て
引
続
い
て

　
　
白
石
市
に
住
ん
で
い
る
入

　
※
　
市
議
会
議
員
の
選
挙
に
お
い

　
　
て
は
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
に

　
　
市
外
転
出
し
た
入
は
投
票
で
き

　
　
な
く
な
り
ま
す
。

字
を
書
け
な
い
お
年
寄
や

目
の
不
自
由
な
人

　
代
理
投
票
が
で
き
ま
す
。
代
理
投

票
と
は
、
そ
の
選
挙
人
に
代
っ
て
代

理
者
が
投
票
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
選
挙
人
が
直
接
投
票
所
に
行
っ

て
代
理
投
票
を
申
し
出
る
と
、
代
理

投
票
補
助
者
が
代
っ
て
書
い
て
く
れ

ま
す
。

　
無
理
に
書
こ
う
と
し
て
、
投
票
の

判
定
で
無
効
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
気
軽
に
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

投
票
日
で
な
く
と
も

投
票
で
き
ま
す

（4）率92．22％投票者数19．781人有権者数27．320人県議会議員選挙（前回）投票状況
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票
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

公
職
選
挙
法
は
難
し
く
、
選
挙

蓮
動
を
敬
遠
し
が
ち
で
す
が

誰
に
も
出
来
る
選
挙
運
動
の
方

法
、
注
意
等
に
っ
い
て
選
挙
管

理
委
員
会
に
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

　
選
挙
運
動
が
で
き
る
の
は
、
そ
の

選
挙
期
日
が
告
示
さ
れ
た
日
か
ら
投

票
日
の
前
日
ま
で
で
す
。
誰
で
も
で

き
る
と
言
っ
て
も
、
国
家
公
務
員
や

地
方
公
務
員
、
そ
の
他
特
定
の
人
は

法
律
で
政
治
活
動
（
選
挙
運
動
も
含

　
す
。

④
　
公
共
の
建
物
に
は
掲
示
出
来
ま

　
せ
ん
。

◎
　
公
共
営
造
物
、
橋
り
ょ
う
、
電

　
柱
、
公
営
住
宅
等
に
掲
示
す
る
と

　
き
は
、
管
理
者
の
承
諾
を
受
け
て

　
下
さ
い
。

二
、
選
挙
運
動
用
と
し
て
表
示
を
受

　
け
た
葉
書
を
候
補
者
か
ら
も
ら
っ

　
て
知
人
等
に
推
薦
状
を
出
す
こ
と

　
は
出
来
ま
す
。

三
、
選
挙
運
動
用
と
し
て
表
示
を
受

　
け
た
葉
書
に
推
薦
人
と
し
て
名
前

　
を
出
す
こ
と
は
出
来
ま
す
。

四
、
法
定
の
新
聞
広
告
に
推
薦
入
と

　
し
て
名
前
を
出
す
こ
と
は
出
来
ま

　
す
。

ま
れ
る
）
等
が
制
限
さ
れ
ま
す
の
で
、
五
、
個
人
演
説
会
で
応
援
演
説
を
す

注

～

だ

さ

い

▽
誰
で
も
で
き
る
選
挙
運
動
△

　
、
検
印
を
受
け
、
ま
た
は
証
紙
を

　
は
っ
た
候
補
者
の
選
挙
運
動
用
ポ

　
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
こ
と
。

　
て
自
宅
に
掲
示
す
る
こ
と
は
自
由

　
に
出
来
ま
す
。

　
て
知
人
等
の
家
に
ポ
ス
ダ
ー
を
掲

　
示
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ア
、
候
補
者
や
運
動
員
か
ら
頼
ま
れ

イ
、
候
補
者
や
運
動
員
か
ら
頼
ま
れ

　
（
注
意
）

⑦
　
他
人
の
塀
や
建
物
に
掲
示
す
る

　
と
き
は
、
そ
の
居
住
者
、
管
理
者

　
の
承
諾
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

　
る
こ
と
は
出
来
ま
す
。

　
こ
と
は
出
来
ま
す
が
、
規
定
の
腕

　
章
を
つ
け
て
下
さ
い
。

　
ま
す
．
、
選
挙
に
関
係
の
な
い
各
種

　
の
会
合
等
で
休
憩
時
問
に
、
ち
ょ

　
フ
と
の
間
を
利
用
し
て
選
挙
運
動

　
の
た
め
の
演
説
を
す
る
こ
と
は
出

　
来
ま
す
。

　
路
上
で
、
削
入
等
に
出
あ
っ
た
と

　
き
に
、
そ
の
機
会
を
利
用
し
て
投

六
、
街
頭
演
説
で
応
援
演
説
を
す
る

七
、
幕
間
演
説
を
す
る
こ
と
は
出
来

八
、
電
車
や
ベ
ス
の
中
あ
る
い
は
道

　
票
を
依
頼
す
る
こ
と
は
出
来
ま
す

九
、
電
話
に
よ
り
投
票
を
依
頼
す
る

　
こ
と
も
出
来
ま
す
。

▽
禁
止
さ
れ
る
選
挙
運
動
△

　
、
事
前
運
動

　
　
公
職
選
挙
法
に
お
い
て
、
選
挙

　
運
動
は
、
立
候
補
の
届
出
が
あ
っ

　
た
日
か
ら
で
な
け
れ
ば
す
る
こ
と

　
が
出
来
な
い
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
そ
れ
以
前
に
行
う
事
は
事
前
運

　
動
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
事
前
運
動
と
は
、
立
候
補
の
届

　
出
前
に
行
う
一
切
の
選
挙
運
動
で

　
あ
り
、
買
収
や
戸
別
訪
問
等
選
挙

　
運
動
期
間
中
も
禁
止
さ
せ
る
行
為

　
は
勿
論
の
事
、
個
々
面
接
と
か
電

　
話
に
よ
る
選
挙
運
動
の
よ
う
な
選

　
挙
運
動
期
間
中
な
ら
出
来
る
行
為

　
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
届
出
前
に

　
行
え
ば
事
前
運
動
と
な
り
ま
す
。

　
投
票
管
理
者
、
開
票
管
理
者
及
び

　
選
挙
長
は
在
職
中
、
そ
の
関
係
区

　
域
内
で
選
挙
運
動
が
出
来
ま
せ
ん
。

　
来
ま
せ
ん
。

　
員
の
選
挙
運
動

　
　
一
般
職
の
国
家
公
務
員

　
運
動

二
、
選
挙
事
務
関
係
者
の
選
挙
運
動

三
、
特
定
公
務
員
の
選
挙
運
動
は
出

四
．
法
令
に
よ
り
制
限
さ
れ
る
よ
務

2
　
一
般
職
の
地
方
公
務
員

信
　
地
方
教
育
公
務
員

五
、
公
務
員
等
の
地
位
利
用
の
選
挙

。
六
、
教
育
者
の
地
位
利
用
の
選
挙
運

　
　
動

　
七
、
来
成
年
者
の
選
挙
運
動

　
八
、
選
挙
犯
罪
に
よ
っ
て
選
挙
権
お

　
よ
び
被
選
挙
権
を
停
止
さ
れ
て
い

　
る
者
の
選
挙
運
動

九
、
構
造
上
開
閉
で
き
る
車
の
上
面
、

　
側
面
、
後
面
開
放
の
ま
ま
走
行
使

　
用
す
る
こ
と
。

十
、
湯
茶
お
よ
び
こ
れ
に
伴
い
通
常

　
用
い
ら
れ
る
程
度
の
菓
子
以
外
の

　
飲
食
物
の
提
供

±
、
戸
別
訪
問

＋
二
、
署
名
運
動

＋
三
、
気
勢
を
張
る
行
為

＋
四
、
休
憩
所
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

　
設
備

＋
五
、
特
定
ま
た
は
匿
名
の
寄
附

薄
“

ぎ

士
ハ
、
候
補
者
の
選
挙
区
内
の
者
に
す

　
る
寄
附

毛
、
選
挙
期
日
後
の
当
落
に
関
す
る

　
あ
い
さ
つ
行
為

＋
八
、
投
票
当
日
の
選
挙
運
動

＋
九
、
個
入
演
説
会
、
立
会
演
説
会
以

　
外
の
演
説
会

≠
、
第
三
者
の
行
う
合
同
立
会
演
説

．
会

二
＋
一
、
歩
き
な
が
ら
の
演
説

二
．
、
一
、
夜
間
（
夜
八
時
か
ら
朝
七
時
ま

　
で
）
の
街
頭
演
説

二
＋
三
、
特
定
の
建
物
及
び
施
設
に
お
け

　
る
演
説
及
び
連
呼

滋
竿

馨
、

鰍

冷

馨
篠

譲
、

。
能
㎏

難

2
　
　
。

・灘

率92．22％投票者数25．117人有権者数27．235入5）［藝劃市議鍛員選挙（繭欄犬況



No．187しいろし報広1350

髄
↓
澤
　
協
釜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
．

縫
　
　
脚

麗欝
撚
鼎
難
、
騰

叢
糊
慧
簸
、
…
鰍

自由に出来る　　　　　　　ノ

幕間演説

1馳

～w

電話利用

禁止・制限を受ける

働
選挙用

ホスター

轡
　〔無承諾）

おもな

選挙犯罪

蝦・訪問獣憩麟挙1雛lll灘鴛育者　

選挙運動用自動車（船舶）　　　i　　選挙用ハガキ

選るよに論言　　　　　文書図画による選

観銘
×療

買収罪

おとり罪

選挙の

自由妨警罪

虎偽事項

公表罪

投票不正罪

文書図画の

制限違反罪

選挙運動

費用の

届出義務

違反罪など

選
挙
運
動

二
つ
た
け
〕

ち
よ
う
ち
ん
励
「

　
＝
壇
し
て
＝
』
つ
『

　
選
挙
事
務
所

の　
　
選
挙
運
動
員

　
　
労
務
者
に

薦
賄

　
　
灘
≠

選
挙
運
動

政治活動

露
羅

　
　
候
補
者
2

乗
れ
る
人

表
示
板

人気投票の公表

轍

確認団体の行なう政治活動
　　　　　　　　　　．、「市良
　　　1政　訟　・寅　説　石　　フ＝7み

　　　2由頭政猷，宙説
　　　3ホスターの渇テ
　　　L立札　・　看板
　　　5宣伝告知用自動車

、寅言党をしては

ボ響＠
1僕まて

灘士恥鰐欄騒
ハス魯船狛贈審i羅

　
　
　
　
　
　
錨

　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
曇

　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
電

　
　
　
　
　
　
車

　
　
　
　
　
　
窓
■
．

＿＿＿＿」佳湿頁ン寅言党

　　　　　　　幸1
慧貯鷺幽

籔聯

場外　1、・つれ！

場r㍉　か，『1二

騨

醐
鰻
槻
礁
噸
総
x
驚
X
糊
箸
織

避織
⑱

運呼の

てき㌔

一
一
西
、
選
挙
運
動
用
通
常
葉
書
以
外
の

　
文
書
図
画
の
領
布
。

二
＋
五
、
法
定
の
ポ
ス
タ
ー
、
立
札
、
ち

　
ょ
う
ち
ん
及
び
看
板
の
類
以
外
の

　
文
書
図
画
の
掲
示

二
＋
六
、
ア
ド
バ
ル
ー
ン
、
ネ
オ
ン
サ
イ

　
ン
ま
た
は
電
光
に
よ
る
表
示
、
ス

　
ラ
イ
ド
そ
の
他
の
方
法
に
よ
る
映

　
写
等

二
宅
、
演
説
会
場
で
使
用
す
る
立
札
、

　
看
板
等
を
運
搬
中
、
故
意
に
回
覧

　
す
る
こ
と
。

二
＋
八
、
著
述
演
芸
等
の
広
告
そ
の
他
の

　
名
儀
を
も
っ
て
す
る
文
書
図
画
の

　
頒
布
ま
た
は
掲
示

皐
九
、
見
舞
状
、
そ
の
他
こ
れ
に
類
似

　
す
る
あ
い
さ
つ
状
の
選
挙
区
内
へ

　
の
頒
布
ま
た
は
掲
示

三
＋
、
選
挙
運
動
用
通
常
葉
書
を
郵
便

　
に
よ
ら
ず
通
行
人
に
頒
布
す
る
こ

　
と
。

三
＋
一
、
選
挙
運
動
用
通
常
葉
書
の
他
人

　
へ
の
譲
渡

三
＋
二
、
選
挙
期
日
後
に
お
け
る
自
筆
の

　
信
書
及
び
答
礼
の
信
書
以
外
の
文

　
書
図
画
の
頒
布
ま
た
は
掲
示

　
以
上
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
選
挙
運

動
で
す
。
そ
の
他
の
方
法
で
行
う
選

挙
運
動
に
も
種
々
制
限
が
あ
り
ま
す

（6）49．9．10現在計28．652人女15．102入男13．550人白石市の有権者数
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選
挙
を
き
れ
い
に
す
る

　
　
市
民
運
動
推
進
月
間

　
市
民
こ
ぞ
っ
て
、
　
「
選
挙
を
き
れ

い
に
す
る
運
動
　
に
参
加
し
、
来
る

べ
き
統
一
地
方
選
挙
（
県
議
選
四
月

十
三
日
、
市
議
選
四
月
二
十
七
日
）

を
は
じ
め
、
今
後
の
選
挙
す
べ
て
に

お
い
て
、
臼
石
市
は
選
挙
違
反
の
な

い
、
金
の
か
か
ら
な
い
、
明
る
い
き

れ
い
な
選
挙
を
全
国
に
先
が
け
て
、

実
現
す
る
よ
う
に
、
全
市
民
一
丸
と

な
っ
て
遭
進
し
ま
し
ょ
う
。

選
挙
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に

　
民
主
政
治
の
健
全
な
発
展
を
期
す

る
た
め
に
は
、
選
挙
が
明
る
く
き
れ

い
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
し
か
し
、
最
近
に
お
け
る
選
挙
の

実
態
は
、
選
挙
の
ル
ー
ル
が
守
ら
れ

ず
、
金
が
か
か
り
す
ぎ
る
状
況
に
あ

る
こ
と
は
ま
こ
と
に
遺
憾
に
思
い
ま

す
。

　
選
挙
を
明
る
く
き
れ
い
に
す
る
た

め
に
は
、
政
党
並
び
に
候
補
者
及
び

選
挙
運
動
に
た
ず
さ
わ
る
人
達
の
良

識
あ
る
行
動
が
望
ま
れ
、
ま
た
、
市

民
も
一
人
一
人
が
主
権
者
と
し
て
の

自
覚
を
た
か
め
、
高
い
選
挙
道
義
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

で
し
ょ
う
か
…
…
Q

　
選
挙
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
は

3月1日
　　～

4月30日

選
挙
人
・
政
党
並
び
に
候
補
者
及
び

選
挙
運
動
に
た
ず
さ
わ
る
者
が
選
挙

の
重
要
性
を
よ
く
認
識
し
、
次
の
こ

と
を
守
れ
ば
簡
単
に
解
決
し
、
理
想

選
挙
で
明
る
い
住
み
よ
い
ま
ち
が
で

き
る
の
で
す
。

L
　
議
会
制
民
主
政
治
を
守
る
た
め

　
に
、
そ
の
基
盤
で
あ
る
選
挙
を
き

　
れ
い
に
し
、
金
が
か
か
り
す
ぎ
な

　
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
有
権
者

　
は
、
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
と
政

　
治
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
選
挙
に

　
対
す
る
意
識
を
高
め
る
。

2
金
の
か
か
ら
な
い
選
挙
を
実
現

　
す
る
た
め
に
、
政
治
に
携
わ
る
者

　
あ
る
い
は
、
候
補
者
並
び
に
選
挙

　
運
動
関
係
者
は
、
襟
を
正
し
て
選

　
挙
の
ル
ー
ル
を
守
る
。

3
　
買
収
、
供
応
な
ど
の
悪
質
な
選

　
挙
犯
罪
を
は
じ
め
事
前
運
動
そ
の

　
他
の
選
挙
違
反
を
一
掃
し
選
挙
の

姿
勢
を
正
す
。

投
西
．

山は呼んでいる

　　白石スキー場
　　　　　家族ずれで大賑い

　
南
蔵
王
自
石
ス
キ
ー
場
は
、
山
岳

ス
キ
ー
ヤ
ー
の
間
で
親
し
ま
れ
て
い

た
不
忘
山
（
一
、
七
〇
〇
厨
）
の
中

腹
東
北
斜
面
に
開
け
た
ス
キ
ー
場
で
、

安
定
し
た
積
雪
と
良
質
の
粉
雪
に
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
プ
ン
し
て
六
年
目
、
日
帰
り

ス
キ
ー
を
楽
し
む
市
内
の
家
族
連
れ

で
賑
っ
て
い
ま
す
。

　
ゲ
レ
ン
デ
は
五
本
の
コ
ー
ス
と
二

カ
所
の
エ

プ
ロ
ン
（

広
場
）
が

あ
り
ま
す
。

基
点
に
な

る
京
成
ロ

ッ
ジ
前
の

第
一
エ
プ

ロ
ン
は
、

斜
度
五
～

八
度
の
緩

斜
面
で
、

子
供
や
初

め
て
ス
キ

ー
を
は
か

れ
る
方
に

も
最
適
で

す
。
初
心

者
に
は
、

斜
面
に
な

れ
た
ら
一

〇
〇
層
の

栖
）

．
殊

》
華
“

畑
吊

　
　
　
、
駄

　
を翻

、
　
懲

選

鞭
、

鷺

謄
A’い

曇’炉

　
　
鶴
、

劃
　
爆
曝

㎜
ヂ

幾肇
鷺べ驚

義蕪轟》

ロ
ー
プ
ト
ウ
を
使
っ
て
み
る
と
楽
し

い
で
す
。
こ
の
左
側
に
第
ニ
エ
プ
ロ

ン
が
あ
り
、
子
供
専
用
の
ソ
リ
コ
ー

ス
が
あ
り
、
け
っ
こ
う
大
人
も
楽
し

ん
で
お
り
ま
す
。
第
ニ
リ
フ
ト
終
点

を
左
に
大
き
く
迂
回
し
て
ス
キ
ー
場

最
南
端
に
滑
る
A
コ
ー
ス
は
、
こ
の

ス
キ
ー
場
で
唯
一
の
中
級
者
向
き
で

す
。
第
三
リ
フ
ト
の
終
点
か
ら
、
左

へ
拾
り
る
と
B
コ
ー
ス
で
、
最
大
斜

度
三
十
八
度
の
カ
ベ
、
ギ
ャ
ッ
プ
の

多
い
中
斜
面
で
す
。
右
へ
お
り
る
と

中
央
コ
ー
ス
が
あ
り
、
上
部
は
最
大

冨
　
藻
｝

婦嚇鱒繍欝「l

t．亟塾ゑ自i亘三夫二擾

か
、
ル

三
十
七
度
も
あ
る
が
、
下
に
い
け
ば

緩
斜
面
が
続
い
て
い
ま
す
。
共
に
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
要
し
ま
す
の
で
、
上
級

者
に
好
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま

で
あ
な
た
に
合
っ
た
滑
り
方
を
コ
ー

チ
し
て
い
ま
す
。

　
車
で
こ
ら
れ
る
方
に
は
、
五
百
台

詳しくは選管へ

鱗
編
嚇
辮
歯

が
便
利
で
す
。
　
　
　
　
　
　
の 郵便による不在者投票制度創設一
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未
納
保
険
料
を

　
　
　
　
早
く
納
め
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
忘
れ

て
い
ま
せ
ん
か
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
期
限
ま

で
に
必
ず
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て

い
ま
せ
ん
と
、
将
来
老
令
年
盒
が
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
け
が
や
ご
主

人
が
死
亡
し
た
と
き
な
ど
に
障
害
年

金
や
母
子
年
金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
保
険
料

は
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

れ
る
ほ
か
、
毎
期
（
年
四
回
）
納
め

る
手
間
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

所
得
が
な
い
な
ど
経
済
的
に
保
険
料

を
納
め
ら
れ
な
い
人
は
、
保
険
料
の

　
保
険
料
を
納
め
る
方
法
は
、
納
付

書
に
ょ
っ
て
、
市
の
指
定
す
る
金
融
　
　
保
険
料
の
納
期
限
は
、
毎
年
四
月

機
関
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
　
七
月
、
十
月
お
よ
び
翌
年
一
月
の
各

　
ま
た
国
民
年
金
保
険
料
納
付
組
合
＼
月
の
末
日
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
納

の
世
話
人
が
集
金
し
て
、
市
指
定
金
、

融
機
関
に
納
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ら
を
利
用
す
る

こ
と
誉
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
、

　
こ
の
ほ
か
に
、
保
険
料
を
一
年
分

ま
と
め
て
前
納
す

　
ま
た
、
期
限
内
に
納
め
ら
れ
な
い

場
合
で
も
翌
年
の
四
月
末
日
ま
で
の

間
は
、
市
指
定
金
融
機
関
に
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
の
四
月
末

納
付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
日
を
過
ぎ
ま
す
と
保
険
料
は
、
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

期
に
合
わ
せ
て
十
月
、
十
一
月
、
十

二
月
分
の
保
険
料
は
、
一
月
末
日
ま

で
と
い
う
よ
う
に
三
か
月
分
ず
つ
年

四
回
に
分
け
て
、
市
指
定
金
融
機
関

に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

納
付
書
に
よ
っ
て
直
接
社
会
保
険
事

務
所
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
ま
た
、
　
一
定
期
間
が
過
ぎ
ま
す
と

時
効
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
必

ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
よ
う
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て
く
わ
し

い
こ
と
は
、
市
役
所
国
民
年
金
係
か

出
張
所
（
分
室
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

　
市
指
定
金
融
機
関
名

　
七
十
七
銀
行
臼
石
支
店

　
仙
南
信
用
金
庫

　
徳
陽
相
互
銀
行
白
石
支
店

　
振
興
相
互
銀
行
臼
石
支
店

　
臼
石
市
農
業
協
同
組
合
白
石
支
所

　
白
石
市
農
業
協
同
組
合
東
部
支
所

　
そ
の
他
の
納
付
場
所

　
市
役
所
出
張
所
、
分
室

（8〕

）
監

十50万円

る
方
法
が
あ
り
ま

す
。
前
納
す
れ
ば

保
険
料
が
割
引
さ

　
現
在
使
用
し
て
い
る
市
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
は
、
三
月
三
十
一

日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
は
、

二
年
毎
に
更
新
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
今
年
は
更
新
の
時
期
に
あ
た

り
ま
す
。

　
市
で
は
次
の
日
程
で
、
保
険
証
の

更
新
を
行
い
ま
す
か
ら
、
指
定
さ
れ

た
場
所
で
必
ず
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
都
合
に
よ
り
指
定
日
に
更

新
で
き
な
い
方
は
、
市
役
所
保
険
課

に
お
い
て
更
新
し
て
く
だ
さ
い
。

　
＠
更
新
の
際
必
要
な
も
の
⇔

①
現
在
使
用
中
の
被
保
険
者
証

②
学
生
等
の
た
め
別
個
に
交
付
さ

　
れ
た
被
保
険
者
証

保険証の更新

受付地区名場会間時曜月日

1．2．3、4．5．9区

6．7．8，10区

全地区

全地区

所
館
校
室

張
民
学
分

出
公
小

　
　
ー
平

河
河
月

越
越
斎
大

9　130～12　：00

　　　　　　〃

13：00～15：30
　　　　　　ウ

火183

1．2．3，4．5．6区

内親・津田・小奥
7．8，9．10，11．12区

犬卒都婆

所
館
校
所

張
鷹
＋
会

出
■
中
集

　
公
　
婆

沢
　
沢

γ
1
γ
都

鷹
月
鷹
卒

大
臼
大
犬

9：30～12こ00

13：00～15：30

　　　　　〃

水193

八ッ宮・芹沢・大網

三住地区

蔵王地区

不忘地区

西上・西下・南・北・東

川原子・沼

一
校
校
校
校
所

タ

ン
　
　
学
会

セ
分
分
分
集

　
　
　
　
　
　
ト

螢
住
王
忘
．
子

宮
　
　
谷
原

ツ
八
三
蔵
不
深
川

9：30～12：00
10二〇〇～11　：00

11　：30～12：30

13＝00～14：00
13　：00～15　：30

14：30～15：30

木203

鎌先・弥治郎

塩倉・中北
上原下原・山ノ下沖・山根

新町・猿鼻・赤坂

所
所
室
所

　
　
　
会

詰
張
分
集

　
出
　
町

先
　
岡
新

　
原

　
　
　
原

鎌
小
福
小

9二30～12：00
　　　　　〃

13；00～15二30
　　　　　〃

月243

上戸沢地区

小久保平

明戸・湯元

下戸沢・冷清水・赤井畑
滝下・滝上・尾べら

所
所
所
所
所

会
会
会
会
会

集
集
集

沢
平
集
沢
集

　
保

戸
久
戸
戸
下

上
小
明
下
滝

東
・
倉

第一・上郡山

第二・第三・第四・
・清水小路・亘理町
ケ町

熊
下
山
郷
郷
町
短

大
小
郡
本
本
長
・

所
所
所
所

会
会
会
会

集
集

集
　
集
一

　
倉

　
　
　
第

熊
下
山
郷

大
小
郡
本

石幼稚園自

10：00～11　＝00

　　　　　〃

12：30～13＝30

12：30～14：00

14；00～15：30

14：30～15：30

9＝00～11：00
　　　　　〃

12＝30～15130

火253

〃

水263

　
・
新

　
岡
・

　
益
町串

　
岡
町碁

　
西
・

　
・
岡

巣
町
益

町・田町・本町

鷹
商
東
町
柳

鷹巣集会所
市役所
第一会議室（二階）

第二小学校

00～11　：　00

00～16：00

9
　
　
9

12：30～15：30

木273

南町・西益岡・中益岡・
東益岡・寿町・中町・新
町

　
階

　
二

　
室

　
議

所
会

役
　
一

市
　
第

00～16＝009金283
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せ
、

うしお

お
　
し
　
ら
　
せ

目

δQqσΩΩ◎◇登¢鰯δΩ○
　　　　　躍　　q　q　く＞　α○
　　　　　　　　◇　　　　　 づ0

9ΩΩ爾◇αΩ竃くΣ◇qづづqく＞P

高令者のつどい
一講話と話し合い一

　3月27日午後1時30分より市民

会館において、高令者のつどいを

開きます。

どなたもお気軽にご参加ください。

．⊂輻躍鮪コ

白石市第二幼稚圏

　　　　　　（仮称

一園児再募集中一

　　4月1開園

⑨
◇
Ω
ゆ

固定資産課税台帳縦覧

一3月1日～20日一

　昭和50年度固定資産課税台帳を

下記により関係者の縦覧に供しま

す。今年の固定資産税は、この課

税台帳に登録された課税標準価格

によって決まりますので、固定資

産をお持ちの方は、ぜひご覧くだ

さい。

　縦覧期間及時間

　自　　昭和50年3月1日

　至　　昭和50年3月20日

　午前8時30分～午後5時

　場所臼石市役所税務課

q◇◇登○ΩσくをΩqΩ◇釜
σ　　◇σΩρqσ　　ΩΩ
σ　　ΩαΩ◇ΩΩ　　◇σ
Ωσ◇◇◇σ◇◇◇く＞qρ◇

　　行政相談

3月8日午後1時から3時まで

市役所市民相談室に沿いて、相談

に応じております。

　　　相談員　　　小関利雄

　　　相談員　　　鈴木　勇

　転入出の手続き

3月から4月にかけて入学、就

　白石市字南寺前（白石中学校南

前向かい）に建設中の第二幼稚園

（仮称）の園児を次の要領で募集

しております。

咽兇｛5才児（昭和44’4’2～45・4・1）

　　　　4オ児〔昭和45，4，2～46．4．11

〉募集期間　昭和5D年3早1日

　　　　　　　　　　3月31日

〉願 書白石市教育委員会

レ開園昭和50年4月日

　3月5日　15日　25日午前10時

から12時まで、市役所第2会議室

において相談に応じております。

お
　
し
　
ら
　
せ

　　　　　　　灘　　　　葡

老人福祉センター

2月の行事
25日

20日

18日

26日

書道・囲碁・将棋　11日

民謡・謡曲・詩吟　7日

生花・茶道　　　　4日

盆栽　　　　　　19日

職、転勤等により、住所を変える

入が多くなってきました。

　っい忙がしさにまぎれ、忘れが

ちな転入転出について、お知らせ

いたしましよう。

＞　転入届…一『自石市に移って

　きたら14日以内に転入届を出す。

〉転出届……他町村へ行く場

　合、あらかじめ前に手続きをす

　ます。

＞　転居届……　住所を多転した

　ら14日以内に手続きをすます。

〉世帯主変更届・一…　世帯主が

　変わったとき、変更日から14日

　以内に届出をする。

〉　届け出る所一一　市民課又は

　各出張所

〉　届出に必要なものr…一印鑑、

　国保加入者は保険証を、国民年

　金加入者は国民年金手帳をお持

　ちください。

　　■『　　　　　甲　　　　一1　　　　魅■　　　　、一　　　　』，　　　　、一　　　　r甲’　　　r1　　　　辱，　　　　r■　　　　　甲　　　　一

定期生活相談

社会保険相談

　各種の厚生年金、国民年金等に

ついて、3月21日　午前10時から

午後3時まで、白石商工会議所に

壽いて、相談に応じております。

高令者職業紹介相猷

　3月4日と18日　午前10時から

12時まで、市役所福祉事務所にお

いて、相談に応じております。

稔羅鱒鰻
3月5日午前10時から12　3月5日午前10時から12時まで

市役所において、結婚、離婚、親

子、登記等あらゆる法律制度手続

き等について、佐久間弁護士が、

相談に応じております、

　　補聴器巡回サービス

　3月14日午前9時…から11時まで

市役所福祉事務所において、補聴

器の巡回サービスを実施しており

ます。

県議選14／1～4／12市議選4／17～4／269）［蓑劃不在者投票の出来る期間
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19

19

20

25

26

27

健康相談日

健康相談日

健康相談日
健康相談日

3カ月児検診

成人病検診
成人病検診
保健栄養講習会

妊　婦　相　談

12カ月児検診

3カ月児検診

健康相談日

健康相談日

成人病検診
成人病検診
健康相談日
6カ月児検診

3才6カ月児検診

健康相談日

6カ月児検診

9：30～12：00

9：30～11：30

13　：30～15：00

9＝30～11：30

13：00～13：10

13　：30～14：00

13　：30～14　：00

9：30～14：00

13　：00～13　：10

13：00～13：10

13　：00～13　：10

9：30～11：30

13　：30～15　：00

13　；30～14　：00

13：30～14：00

9：30～11：30

13　：00一一13：10

12　：30～13　：00

9：30～11：30

13　：00～13　：10

白石市役所

越河出張所

斎川出張所

自川出張所

白石保健所

大鷹沢出張所

小原元診療所

下戸沢公会堂

市民会館
市民会館

自石保健所

大鷹沢出張所

大平分室
白川公民館
犬卒都婆集会所

福岡分室
市民会館
自石保健所

小原元診療所

市民会館

白石地区の方

越河地区の方

斎川地区ρ方

白川地〔の方

昭和49年11月1日～30日までの出生者で
越河・斎川・大平・大鷹沢・白川・福岡
小原地』！の方

大鷹訴他区の方

小原地区の方

小原地区の方

2月届出の方

昭和49年2月出生者

昭和49年11月1日～30日までの出生者で
白石地区の方

大鷹沢地区の方

大平地区の方

白川地区の方

白川・大鷹沢地区の方

福岡地区の方

昭和49年9月出生者で白石地区の方

昭和46年9月1日～30日までの出生者

小原地区の方

昭和49年9月出生者で越河・斎川・大平
・大鷹沢・白川・福岡・小原地区の方
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健康を守る第7条
①規則正しい生活　　　②十分な休養　　3バランスよH食生活のいつも楽しく仲良く 動

簾
硬

⑥良い環境良い住い⑦1年t回健康診断

3月の休日当番医

2
9
1
6
2

1
2
3
3
0

日
日
日
祝
日
日

水野医院⑤2735
加藤（司）医院⑤2001

引地医院⑤2036

柿崎医院⑤2210

亘理医院⑥3355

大沼医院⑤2502

刈田病院⑤2145

朝倉病院⑤2101

刈田病院⑤2145

銭谷医院⑤2010

宮城医院⑤2062

加藤（ガ医院⑥2653

　　　　勤労青少年ホーム

日本舞踊3．10．17．24ギター1．8、15．22

茶道裏干家4，11．18．25　民　　　謡　7．14．28

料　　理4，11．18．25　リボンフラ7－6，1320，27

華道池坊6．13．20．27社交ダンス6．1320。27

華道小原流7．14．28　　ピンポン1L13．18．20，25，27

和　　裁1．8．151．22剣　　道3．10，17．24、31

国白石市の人・2月・日現在9・871嚇男2・・111人女21・279人計4L39・入 〔1の

お
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